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事業の課題

ごみ減量の意味が理解されていないまま、古紙のリサイクル等を行っていて「やらされている」とい
うイメージです。
「生ごみ減量セミナー」開催のご意見にあるように、「ごみ処理の現状」や「分別の効果」等を説明
することで、取り組みが推進されるようです。今後も継続的な啓発が必要です。

平成26年8月3日（日）　9:00～15:00

浜名湖ガーデンパーク　体験学習館内

鈴木直之、外山直美、外村潤一、村河善信、中津川由香、髙根美保　

①雑がみ分別体験
②雑がみ重さ当てクイズ
③生ごみ減量啓発（段ボールde生ごみ処理、各容器説明）、生ごみ水切り紹介
④「家康くん」ごみ減量ぬりえ
⑤浜松市西部清掃工場「えこはま」活動紹介
※浜松市消費者団体連絡会主催の「活動紹介イベント」との同時開催です。

事業の成果

50名以上の方々に体験していただきました。以下参加者の声です。
・お菓子の箱の重さに驚きました。分別していきます。
・段ボールは、分別回収の意味が分かりました。
・小学5年生です。昨年、工場見学（西部清掃工場）で行きました。8月イベント紹介。
・今年、工場見学（西部清掃工場）に行きました。エコ講座紹介
・学校のPTAです。資源回収に資料に雑がみの詳しい内容がないので、参考にして掲載したいと思
います。
・浜松市主催　8月24日「生ごみ減量セミナー」（西部清掃工場）に参加します。
・今年、コンポストをもらいました。使用法を教えてください。
配布物：リサイクルステーションチラシ、雑がみチラシ、雑がみ回収袋、雑がみクリアフィル、家康く
んごみ減量シール、リサイクルものさし、えこはまもったいない事業チラシ、えこはま資源物回収集
積コーナーチラシ

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的
市民に「ごみ減量の取り組み方法」の啓発を行う。
雑がみの分別とリサイクル推進と生ごみ減量。

実施内容
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資源循環情報の収集・提供と推進のための普及啓発事業 

エコで楽しく！ごみ減量　

髙根　美保 NPO法人エコライフはままつ




